
貝殻利用技術「貝殻利用技術「JFJFシェルナース」シェルナース」 および貝殻利活用についておよび貝殻利活用について

平成平成2020年度第年度第22回技術発表会回技術発表会 沿岸域環境の保全と創造のための技術開発沿岸域環境の保全と創造のための技術開発

貝殻利用技術貝殻利用技術 シ ルナ ス」シ ルナ ス」 および貝殻利活用に いておよび貝殻利活用に いて

宮城県宮城県松島漁協松島漁協

北陸地方整備局北陸地方整備局 黒部河川事務所黒部河川事務所

株 式 会 社株 式 会 社 大 本 組大 本 組

北陸地方整備局北陸地方整備局 黒部河川事務所黒部河川事務所

海 洋 建 設 株 式 会 社海 洋 建 設 株 式 会 社



１．技術の概要１．技術の概要

これまで廃棄処分されていたカキ・ホタテなどの貝殻を利これまで廃棄処分されていたカキ・ホタテなどの貝殻を利
用して、水質浄化を図ると共に、微生物や小型生物を育て、用して、水質浄化を図ると共に、微生物や小型生物を育て、用して、水質浄化を図ると共に、微生物や小型生物を育て、用して、水質浄化を図ると共に、微生物や小型生物を育て、
魚介類の餌場・隠れ場とし、豊かな海洋環境を育てるもので魚介類の餌場・隠れ場とし、豊かな海洋環境を育てるもので
ある。ある。

JFJFシェルナースの特徴シェルナースの特徴

貝殻を サイク 利用 た人 構造物貝殻を サイク 利用 た人 構造物

JFJFシェルナースの特徴シェルナースの特徴

貝殻を サイク 利用 た人 構造物貝殻を サイク 利用 た人 構造物・貝殻をリサイクル利用した人工構造物・貝殻をリサイクル利用した人工構造物

・生物増殖機能（餌場・隠れ場・産卵場）に優れている・生物増殖機能（餌場・隠れ場・産卵場）に優れている

・貝殻をリサイクル利用した人工構造物・貝殻をリサイクル利用した人工構造物

・生物増殖機能（餌場・隠れ場・産卵場）に優れている・生物増殖機能（餌場・隠れ場・産卵場）に優れている

・貝殻基質は漁業者が製作している・貝殻基質は漁業者が製作している

エコマ クなどの認定を受けているエコマ クなどの認定を受けている

・貝殻基質は漁業者が製作している・貝殻基質は漁業者が製作している

エコマ クなどの認定を受けているエコマ クなどの認定を受けている・エコマークなどの認定を受けている・エコマークなどの認定を受けている

・・NETISNETIS登録技術（登録番号ＣＧＫ登録技術（登録番号ＣＧＫ--060001060001--AA）である）である

・エコマークなどの認定を受けている・エコマークなどの認定を受けている

・・NETISNETIS登録技術（登録番号ＣＧＫ登録技術（登録番号ＣＧＫ--060001060001--AA）である）である



２．技術のイメージ（２．技術のイメージ（JFJFシェルナース）シェルナース）２．技術のイメージ（２．技術のイメージ（JFJFシェルナース）シェルナース）

貝殻基質の製作貝殻基質の製作 完成したシェルナース完成したシェルナース

設置後の効果設置後の効果設設 置置



海域の条件に合わせた設計が可能（高さ海域の条件に合わせた設計が可能（高さ0.50.5ｍ～ｍ～1010ｍ程度）ｍ程度）

代表機種代表機種

2.22.2型（高さ型（高さ2.2m2.2m、標準の重量：、標準の重量：7.47.4ｔ）ｔ）

えさやさん（重量：えさやさん（重量：11ｔ、ｔ、22ｔ、ｔ、44ｔ、ｔ、66ｔ）ｔ）
1.01.0型型（高さ（高さ0.7m0.7m、標準の重量：、標準の重量：1.51.5ｔ）ｔ）えさやさんえさやさん ６６tt型型

磯根資源型磯根資源型装着タイプ装着タイプ



３．特徴３．特徴
1)1)生物培養試験生物培養試験 （使用したテストピース）（使用したテストピース）1)1)生物培養試験生物培養試験 （使用したテストピ ス）（使用したテストピ ス）

標準テストピース標準テストピース
（（直径直径1515㎝㎝、長さ、長さ3030㎝㎝））

コンクリートシリンダーコンクリートシリンダー
（（直径直径1515㎝㎝、長さ、長さ3030㎝㎝））（（直径直径1515㎝㎝、長さ、長さ3030㎝㎝）） （（直径直径 、長さ、長さ ））



生物培養試験結果生物培養試験結果 貝殻に付着するエビ・カニ類は最大貝殻に付着するエビ・カニ類は最大294294倍倍

餌生物が増えれば魚も増えます餌生物が増えれば魚も増えます餌生物が増えれば魚も増えます餌生物が増えれば魚も増えます 1111年間の調査結果年間の調査結果



宮城県南三陸町志津川湾宮城県南三陸町志津川湾 テストピース設置（テストピース設置（H17.10.28H17.10.28））
水深水深7m7m 殻殻水深水深7m7m 貝殻貝殻 コンクリートコンクリート



２）生物の保護育成、および藻場機能２）生物の保護育成、および藻場機能

貝殻パイプの中に隠れる稚魚（アイナメ） 稚ナマコ（青森県平内町 漁港内、1年経過）貝殻パイプの中に隠れる稚魚（アイナメ）

シェルナース2.2型上面に繁茂したアラメ

（宮城県南三陸町、水深7m、2年11ヶ月経過）



３）貝殻の有効利用と漁業者の雇用３）貝殻の有効利用と漁業者の雇用
岩手県岩手県 織笠漁協織笠漁協

宮城県宮城県 松島漁協松島漁協



①①平成平成77年度に水産基盤整備事業年度に水産基盤整備事業

４）実績について４）実績について

①①平成平成77年度に水産基盤整備事業年度に水産基盤整備事業
で初めて採用で初めて採用

国交省黒部河川事務所国交省黒部河川事務所国交省黒部河川事務所国交省黒部河川事務所

：平成：平成1414年度以降、継続採用年度以降、継続採用

②②設置後の調査割合設置後の調査割合 256256％％②②設置後の調査割合：設置後の調査割合：256256％％

（平成（平成99～～1818年設置地区年設置地区 280280ヶ所ヶ所
に対しに対し 717717回の調査を実施）回の調査を実施）に対し、に対し、717717回の調査を実施）回の調査を実施）



①①取得した環境ラベル認定 登録（取得した環境ラベル認定 登録（99個）個）

５）第５）第33者機関による評価者機関による評価
①①取得した環境ラベル認定・登録（取得した環境ラベル認定・登録（99個）個）

岡山県岡山県 広島県広島県

エコマークエコマーク バイオマスマークバイオマスマーク

福井県福井県愛媛県愛媛県香川県香川県 和歌山県和歌山県大分県大分県福井県福井県愛媛県愛媛県香川県香川県 和歌山県和歌山県大分県大分県



中国地方発明表彰中国地方発明表彰

②②表彰など表彰など

・中国地方発明表彰・中国地方発明表彰

岡山県知事賞受賞（平成岡山県知事賞受賞（平成1616年年1111月）月）

・バイオマス利活用優良表彰・バイオマス利活用優良表彰バイオマス利活用優良表彰バイオマス利活用優良表彰

協議会会長賞受賞（平成協議会会長賞受賞（平成1919年年33月）月）

・平成・平成1919年度資源循環技術・システム表彰年度資源循環技術・システム表彰

経済産業省産業技術環境局長賞受賞経済産業省産業技術環境局長賞受賞

((平成平成1919年年1010月）月）

・農商工連携・農商工連携8888選選 認定（平成認定（平成2020年年44月）月）

・平成・平成2020年度民間部門農林水産研究開発年度民間部門農林水産研究開発

功績者表彰（農林水産技術会議）功績者表彰（農林水産技術会議）

農林水産大臣賞受賞（平成農林水産大臣賞受賞（平成2020年年1212月）月）

農商工等連携事業計画認定（平成農商工等連携事業計画認定（平成2020年年1212月）月）・農商工等連携事業計画認定（平成・農商工等連携事業計画認定（平成2020年年1212月）月）



東北地区東北地区 調査映像２分（宮城県、青森県）調査映像２分（宮城県、青森県）



４．貝殻利用研究会４．貝殻利用研究会
貝殻の特性を活かした
①水産資源の回復
②水環境の回復 保全②水環境の回復・保全
③漁場造成
④貝殻利用の循環型社会を形成する技術④貝殻利用の循環型社会を形成する技術
の改良、実践を行う

参画企業 団体 学識者参画企業・団体

JF全漁連（事務局）
㈱エコニクス

㈱大本組

学識者
柿元 晧（（財）漁港漁場漁村技

術研究所 技術委員）

㈱大本組
㈱環境総合テクノス
三省水工㈱
㈱中山製鋼所2007 2

津村 憲（北海道東海大学 工学部
海洋環境学科 教授）

清野 聡子 学 学㈱中山製鋼所
海洋建設㈱

2007.2 清野 聡子（東京大学大学院総合
文化研究科広域システム科学科 助
教）

山本 民次（広島大学大学院生物
圏科学研究科 教授）



５．貝殻利用について５．貝殻利用について
特徴特徴

１）貝殻は貝類の生物活動の中で作り出された物質で主成分は炭酸カルシ１）貝殻は貝類の生物活動の中で作り出された物質で主成分は炭酸カルシ
ウム結晶 あり 安全性が高ウム結晶 あり 安全性が高ウム結晶であり、安全性が高い。ウム結晶であり、安全性が高い。

２）貝類の増殖事業は安定した生産体系を確立しており 副産物である貝殻２）貝類の増殖事業は安定した生産体系を確立しており 副産物である貝殻２）貝類の増殖事業は安定した生産体系を確立しており、副産物である貝殻２）貝類の増殖事業は安定した生産体系を確立しており、副産物である貝殻
も安定した供給が可能である。も安定した供給が可能である。

３）海中に設置された貝殻は、海藻や珪藻などの植物の着生基盤となると３）海中に設置された貝殻は、海藻や珪藻などの植物の着生基盤となると
同時に底生生物などの動物の生息基盤となる。同時に底生生物などの動物の生息基盤となる。

４）貝殻は接触酸化法を中心に水質浄化材として用いられている。４）貝殻は接触酸化法を中心に水質浄化材として用いられている。

５）貝殻処分費用の低減および代替物利用による天然資源の節約になる。５）貝殻処分費用の低減および代替物利用による天然資源の節約になる。

６）陸上保管による悪臭などの発生防止 景観の改善になる６）陸上保管による悪臭などの発生防止 景観の改善になる６）陸上保管による悪臭などの発生防止、景観の改善になる。６）陸上保管による悪臭などの発生防止、景観の改善になる。



６．適用事例について６．適用事例について
11））生物生息機能を付加した港湾・漁港施設生物生息機能を付加した港湾・漁港施設11））生物生息機能を付加した港湾 漁港施設生物生息機能を付加した港湾 漁港施設



６．適用事例について６．適用事例について
22）藻場・干潟等の浅場修復・保全）藻場・干潟等の浅場修復・保全22）藻場 干潟等の浅場修復 保全）藻場 干潟等の浅場修復 保全



７．豊かな海づくりの研修会７．豊かな海づくりの研修会 貝殻有効利用講演会･シンポジウム貝殻有効利用講演会･シンポジウム

（平成（平成1919年年1111月、東京、貝利研協賛）月、東京、貝利研協賛）（平成（平成 年年 、東 、 利 協 ）、東 、 利 協 ）

貝殻利用と豊かな海づくり研修会

（全漁連主催 高松、H20.5月）

質問者：香川県内海苔生産者




